
飾
り
房
の
歴
史
は
古
く
、
藤
ノ

木
古
墳
（
六
世
紀
後
半
）
の
出
土

品
に
、
よ
り
紐
を
使
っ
た
飾
り
金

具
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
藤
ノ
木

古
墳
の
飾
り
金
具
の
復
元
を
は
じ

め
、
祭
用
懸
装
品
の
飾
り
房
や
国

会
議
事
堂
の
カ
ー
テ
ン
の
タ
ッ
セ

ル
や
フ
リ
ン
ジ
な
ど
を
手
が
け
て

お
ら
れ
る
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す

る
岡
本
宏
一
さ
ん
で
す
。

岡
本
さ
ん
は
、初
代
が
袱
紗（
ふ

く
さ
）
の
飾
り
房
を
製
作
し
た
こ

と
に
始
ま
る
『
岡
本
啓
助
商
店
』

の
三
代
目
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
親
の

仕
事
を
見
て
育
ち
、
そ
ろ
っ
て
家

業
を
継
い
だ
三
兄
弟
で
一
貫
製
作

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
の
飾
り
房
は
、
公
家
文
化

の
中
で
育
ま
れ
、
神
社
仏
閣
や
伝

統
芸
能
の
場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
洗
練
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
京
都
の
職

人
に
レ
ベ
ル
の
高
い
仕
事
を
求
め
、

そ
れ
に
応
え
る
職
人
の
自
負
心
を

育
て
た
、
と
話
さ
れ
ま
す
。

「
素
材
に
は
高
品
質
な
糸
を
用

い
、
表
面
に
は
見
え
な
い
紐
の
芯

に
も
こ
だ
わ
っ
て
製
品
を
作
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
素
材
を
生

か
す
技
術
に
も
誇
り
を
持
っ
て
、

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。」

職
人
と
し
て
妥
協
を
許
さ
な
い

岡
本
さ
ん
が
作
る
飾
り
房
は
、
祇

園
祭
用
懸
装
品
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
飛
騨
高
山
祭
や
四
国
讃
岐
路

か
ら
伊
予
路
に
か
け
て
の
太
鼓
台

祭
な
ど
、
各
地
の
祭
り
で
用
い
ら

れ
、
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
糸
の
道
は
、細
く
長
く
、切
れ

な
い
よ
う
に
、
も
つ
れ
な
い
よ
う

に
」と
お
っ
し
ゃ
る
岡
本
さ
ん
。糸

を
よ
る
際
に
は
、ち
ょ
う
ど
良
い

「
間
」の
力
加
減
が
、宮
内
庁
や
文
化

庁
か
ら
依
頼
さ
れ
る
５０
年
以
上
形

の
崩
れ
な
い
飾
り
房
を
仕
上
げ
る

の
に
大
切
な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、こ
の
力
を
入
れ
過
ぎ
な
い
、

抜
き
す
ぎ
な
い
適
度
な「
間
」は
、

心
の
ま
ろ
や
か
さ
に
通
じ
ま
す
。

「
艶
と
い
う
字
は
、
豊
に
色
と

書
き
ま
す
が
、
作
品
に
漂
う
豊
か

な
色
気
と
い
う
の
は
、
柔
軟
で
、

ま
ろ
や
か
な
心
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
飾
り
房
の
色
合

い
や
、
結
び
部
分
と
房
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
る
の
に
大
切
な
の
は
、

芸
術
的
な
感
覚
。
だ
か
ら
、
い
つ

も
新
し
い
物
を
見
て
聞
い
て
、
そ

れ
に
触
れ
る
好
奇
心
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
ん
で
す
。」

艶
や
か
な
心
で
、
飾
り
房
の
豊

か
な
世
界
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

京
都
駅
前
（
塩
小
路
通
東
洞
院

南
西
角
）に
あ
る
写
真
の
石
碑
は
、

国
内
に
お
け
る
何
の
発
祥
地
を
示

す
も
の
で
し
ょ
う
。
次
の
�
〜
�

の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
電
気
鉄
道
事
業

�
地
下
鉄
事
業

�
乗
合
自
動
車
事
業

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い
て
、

６
月
３０
日（
金
）必
着
で
、〒
６００
―

０

８
１
６
（
住
所
記
載
不
要
）
下
京

区
役
所
総
務
課「
謎
と
き
�
下
京
」

の
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
解
答
は
８
月
１５
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

４
月
１５
日
号
の
解
答

南
禅
寺
三
門
、
知
恩
院
三
門
に

並
び
「
京
都
三
大
門
」
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
東
本
願
寺
の
門

は
�
御
影
堂
門
で
し
た
。

平
成
１８
年
度
保
険
料
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

国国
民民
健健
康康
保保
険険

平
成
１８
年
度
分
の
保
険
料
額
を
、

今
月
中
旬
に
送
付
す
る
保
険
料
納
入

通
知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
支
払

い
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
６
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
１０
回
の
納
期
に
分
け
て
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
の
納

付
に
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、

減
額
制
度
が
適
用
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
７
月
中
も
し
く
は
な

る
べ
く
早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

保
険
年
金
課
資
格
担
当

（
�
３７１
・
７
２
５
２
）
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各地の祭りに彩りを

添える京の飾り房

飾り房職人 岡本 宏一さん（修徳）
京都府伝統産業優秀技術者（京の名工）

Ｑ 水災害は、どのように発生するので
すか。
Ａ 強い雨が広範囲に長く続くと、河川
の水位が長時間にわたって上昇し、堤防
が決壊して川沿いに大きな被害をもたら
します。また、市街地に強い雨が急激に
降ると、雨水が小河川や下水道からあふ
れ出すことがあります。
道路が冠水すると、地下街や地下鉄な
どの地下空間に一
気に水が流れ込み、
地上への脱出が困
難になります。地
下では、浸水する
と停電し、エレベ
ーターは使えず、
水圧でドアも開か
なくなります。
Ｑ どのように避難すればいいのですか。
Ａ 予想される浸水の深さによって、適
切な避難行動は異なります。
�０．５メートル未満の浸水
「あわてずに。屋外への避難など、むや
みな移動はかえって危険」
�０．５～３メートルの浸水

「大雨洪水警報がでたら、２階へ避難」
大雨情報や河川の水位情報に注意し、
丈夫な建物の２階へ非常時の持ち出し品
を持って避難します。
�３メートル以上の浸水
「河川の洪水警報がでたら、３階以上へ
避難」
水流が強い場合には、木造住宅が倒壊
する危険があります。早い決断で安全な
避難所や堅牢な鉄筋コンクリート造の３
階以上に避難してください。
Ｑ 避難するときの留意点は何ですか。
Ａ 次の点に気を付けてください。
�ガス・電気・戸締まりの確認
�持ち出す荷物は最小限に
非常食は２～３食、下着、ロープ、
懐中電灯、現金、貴重品などをリュッ
クにまとめて携行しましょう。
�避難は徒歩で
車での避難は緊急車両の通行の妨げ
になり、交通渋滞をまねきます。
�お年寄りなどの避難に協力を
お年寄りや子ども、病気の人などの
避難には、助け合いの精神で協力しま
しょう。
事前に、消防局発行（平成１７年３月）の

「京都市防災マップ 水災害編（※）」を活
用して予想される浸水区域や深さを調べ、
災害時に家族が落ち合う場所や安全な避
難場所について話し合うことが大切です。
非常時の持ち出し品の備えもお忘れなく。
※消防局のホームページ（http���www.
city.kyoto.jp�shobo�main.html）からダ
ウンロードできます。
� 下京消防署総務課（�３６１・４４１１）

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君

で
す
。

今
回
は
、
大
雨
が
引
き
起
こ

す
水
災
害
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
す
。

福井水害の市内の様子
（平成１２年７月）

６５歳以上の方を対象とする市・府民税の制度改正
Ｑ ７５歳の年金生活者です。昨年まで市・府民税が課税さ
れていなかったのですが、今年は市・府民税の納税通知書
が届きました。どういうことでしょうか。
Ａ 少子長寿化が進む中、若者から高齢者まで共に負担を
分かち合うという観点のもと、平成１８年度から一定の所得
以上の高齢者に対して、所得に応じて公平に税を負担して
いただくという内容で、地方税法が改正されました。
Ｑ どのように改正されたのですか。家計に余裕がなくて
困っています。
Ａ 公的年金等控除の見直しや老年者控除の廃止、非課税
措置の廃止などの税制改正が行われました。このため、収
入に変動がなくても、昨年までは市・府民税がかからなか
った方に課税されること（一人暮らしの方で平成１７年中の
年金収入が１５５万円を超える場合など）や、昨年より税額が
上がることがあります。
ただし、平成１８・１９年度は、昭和１５年１月２日以前に生
まれた方で、前年の合計所得が１２５万円以下の方の税額を減
額する経過措置を実施しています。また、社会保険料や生
命保険料、高額の医療費などを支払った方は、申告により
税額が下がったり、かからなかったりすることがあります
ので、お問い合わせください。
� 市民税課（�３７１・７１７２）

水災害に備えましょうけすぞう君の防災 Q&A

（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第１２６号平成１８年６月１５日


